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特殊寝台の打ち切り後の状況
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  利用者 打ち切り対象 比率 

特殊寝台 524 169 32.3% 

車イス 326 29 8.9% 

自費購入 中古電動ベッド 22 

95 一般ベッド 8 

自費レンタル 電動ベッド 1 

9 一般ベッド 3 

区分変更など 介護度アップで利用継続 8 

14 判定で利用継続 1 

その他 家にあったベッドを利用 7 

51 

親戚・知人から譲渡 14 

業者・事業所からの寄贈 4 

社協のリサイクル 1 

 介護保険改悪で今まで使えていたレンタルの福

祉用具が、10月から打ち切られました。要介護1・

要支援（1.2）の人は、原則車イスや特殊寝台（電

動ベッド）等が介護保険で使えなくなりました。 

 その実態を、勤医協内の居宅介護支援事業所の

利用者から、高齢者介護事業本部の調査を元に本

部組織広報部がまとめたものです。 

 車イスは歩ける人でも「移動にとくに支援が必

要」という医師の意見などがあれば認められます

が、特殊寝台－電動ベッドはどんな形でも「起き

上がれる」と判定されると、全く対象にならない

ため、被害が大きくなっています。 

 特殊寝台は利用者の32.3%、車イスは8.9％が打

ち切り対象となりました。もちろん各居宅の事業

所では利用者への援助を行い、全く対応がとれな

かった人はいなかった訳ですが、それぞれおかれ

ている利用者の状況で格差が出ています。 

 自費で購入した人が57%いますが、全ての人が

電動ベッドを購入できたわけではなく、パイプ

ベッドのような固定式ベッドも含めてのもので

す。中古品でも7万円程度ですので、生活保護世

帯、独居や夫婦のみの年金生活者ではとても買え

ません。同居家族などの援助で買っている人が多

いのです。 

 電動ベッドレンタルも介護保険では月700～

1500円程度のものが、自費では10倍になります。

一般ベッドの自費レンタルも2倍以上になりま

す。その他では、譲ってもらったりケアマネー

ジャーの努力で手に入れた人も多く、それもでき

ず布団でがまんしている人もいるのです。 

 レンタル業者がベッドを引き取りに行くと、泣

かれてつらかったと言う声もありました。 

 勤医協31居宅介護支援事業所

の内、29事業所の集計を元にし

ています。06年9月のケアプラン

から調査しました。 

 福祉用具の打ち切り対象品目

には、床ずれ防止用具・体位変

換器、認知症老人徘徊探知器、

移動用リフトも入ります。 
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詳細は友の会新聞12/１号で紹介されます。 

福祉用具の利用状況
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